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　認知機能が低下すればどのような症状がでるのでしょうか？
　認知症の症状は、記憶の障害、すなわち「もの忘れ」が中心となることが多いです。

立ち歩き
（徘徊）

抑うつ幻覚
（幻視・幻聴）

　認知症とは、もともと正常であった記憶や判断力などの知能（認知機能）が何らかの
原因によって徐々に低下し、日常生活や社会生活に支障がでてきた状態をいいます。認
知機能が慢性的に低下した状態のことを「認知症」といいます。

「認知症」に至る経過

すいこう き のうしょうがい

生活習慣の
見直し*で正常
に戻る人も

軽度
・
中等度
・
高度

1. 認知症とは 2. 認知症の症状

認知症への
移行予防が
重要

（ ）進行予防が
重要

５年で約５０％移行

 *生活習慣の見直しとは、社会交流、介護サービスなどの利用や趣味活動、MCI高齢者
居場所づくりや地域の介護予防自主グループ活動に参加する機会をもつことが重要で
す。その他、運動習慣をもちバランスの良い食事を摂ることや、アルコールの節酒
（飲むお酒の量を減らす事）をし、楽しみを増やし脳に適度な刺激を与えることが大
切です。また、規則正しい生活を送り、睡眠をとることなどもあります。現在、医師
から処方されている薬がある方は、処方通りに服薬することも体調を整える健康管理
になります。
　これらを継続することで、認知機能低下の進行予防に繋がるとされています。

　よくある症状では、見当識障害（今日の日付や居場所など自分のまわりの状況がわから
なくなる）、遂行機能障害（物事を計画的に段取りよく進めることが難しくなる）や判断
力低下があります。失語（言葉がうまく理解できない。うまく話せない）や失行（動作が
うまくできない）、失認（物の見分けがつかない）がみられることもあります。
　このような認知機能の低下以外にも、精神症状や行動の障害も徐々にでてきます。たと
えば不安、抑うつ、興奮、立ち歩き（徘徊）などの症状がそれであり、これらは介護をす
るうえで問題となります。
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の疾患

　最も多いのが、「アルツハイマー型認知症」です。2番目に多いのが、「脳血管性認
知症」で、脳梗塞や脳出血が原因です。「その他の原因」の中には、適切な治療で認知
症が治る可能性のある精神疾患や脳外科疾患あるいは内科疾患も含まれているため、そ
れらを見逃さないようにすることが非常に重要です。 　多くはもの忘れから始まり、見当識障害、遂行

機能障害、心理症状などが徐々に進行してゆきま
す。（P.2参照）
　高血圧症や糖尿病などが疾患発生を高める可能
性があるといわれており、定期的な運動や健康的
な食生活には予防効果があるといわれています。
疾患を完全に治療することはできませんが、症状
の進行を遅らせる薬があります。
　65歳以上で発症することがほとんどですが、そ
れより若い人にも起こります。

特徴的な症状の例
●同じことを何度も聞く、物の置き場所を忘れる
●物事の段取り（食事の準備など）が悪くなる
●日付が分からなくなる　など

　男性に多く、脳の血管障害（脳卒中）が原因で、
脳の機能低下により発症します。
　認知症症状だけではなく、運動障害やしびれなど
の神経症状を伴います。
　脳血管性認知症は脳卒中が起こるたびに症状も進
行するため、脳卒中のリスクとなる生活習慣病の治
療・改善が脳血管性認知症の予防につながります。

特徴的な症状の例
●もの忘れよりも遂行機能障害が目立つ場合が多い
●損傷部位によって症状がかわる（頭頂葉障害：失認や失行、前頭葉障害：抑うつ など）
●手足の麻痺やしびれがある　など

認知症の種類と割合

すい こう

き のうしょうがい

すい こう き のうしょうがい

3. 代表的な認知症 4. 認知症の種類と特徴

4-1　アルツハイマー型認知症

4-2　脳血管性認知症

7.6

「都市部における認知症有病率と認知症の生活機能障害への対応」（H25.5報告）を参考に作成
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4-2　脳血管性認知症
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「都市部における認知症有病率と認知症の生活機能障害への対応」（H25.5報告）を参考に作成



　認知症の症状だけではなく、手足のふるえや
立ちくらみ、歩行障害、抑うつ、動作が鈍くな
るといった症状が出現することが特徴です。
　幻視（目の前に無いはずの物が見える）が起
こることがあります。
　また、1日のうちで症状が変動することもあり
ます。

特徴的な症状の例
●子どもや虫、生き物が見えると言う
●夢を見て反応し大声を出す
●初期はもの忘れが目立たない　など

　65歳以下の若年に起こりやすいといわれてい
ます。性格変化や意欲低下などを生じる前頭葉
症状と、言語障害などが起こる側頭葉症状があ
ります。
　初期ではもの忘れはあまりありません。

特徴的な症状の例
●同じ時間に同じ行動をとる
●同じ食品を食べ続ける
●周囲を顧みず自己本位な行動が目立つ（例：万引き、無銭飲食）　など

　全身のさまざまな病気により、認知機能低下が起こることがあります。その病気自体
の治療により治る可能性があります。

●内分泌・代謝性中毒性疾患
　脳とは関係がないと思われがちですが、甲状腺機能低下症やビタミンＢ1欠乏症、肝
機能低下、低血糖、アルコール多飲などでも認知機能低下を起こすことがあります。ホ
ルモンバランス改善や栄養管理などにより、低下した認知機能は改善することがありま
す。

●感染性疾患
　細菌やウイルスなどによって脳や脊髄を包んでいる組織（髄膜）の炎症反応によって
おこる病気（脳炎・髄膜炎）であり、頭痛、発熱、意識障害などがおこります。抗生剤
の投与などの治療をおこなっていきます。

●脳外科的疾患
　脳腫瘍や慢性硬膜下血種（頭蓋骨と脳の隙間に血がたまる病気）といった病気のた
め、正常な脳組織が圧迫されることにより、認知機能低下が起こります。腫瘍や血種の
場所によって、手が動かしにくい（運動障害）や言葉がでにくい（言語障害）、性格が
変わる（行動変容）、めまいなどが出現します。

●正常圧水頭症 
　脳の中に水（脳脊髄液）がたまり、物忘れを主とした認知機能低下が出現することが
あります。認知機能低下だけでなく、歩幅が狭く不安定な歩行（歩行障害）や排泄が間
にあわない（尿失禁）といった症状も出ることが多いです。外科的手術により、改善す
ることがあります。
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軽度認知障害（MCI）って知ってますか？
　軽度認知障害（MCI）とは、認知機能レベルが年相応よりも低下している状態で、正常と
も言い切れない段階です。
　症状としては、新しく経験した情報を記憶するのが難しくなったり、趣味や社会的出来事
等に興味・関心が低くなったり、今まで支障なくできていたことが上手くできなくなってき
たりします。（例えば、調理の工程が、今までよりも時間がかかってしまうなど）
　一方で、全てのことが出来なくなるわけではなく、トイレや入浴などの基本的な生活動作
は問題なくできることが多いため、一見して正常の方と見分けがつかないことがあります。
　周りの方の対応としては、上手くできないことが重なると自信がもてなくなるため、さり
気ない心遣い（声掛けや少し助けること）で不安の軽減につながる場合があります。
　住み慣れた地域で、対人交流や地域社会との関りを深め、健康・活力を維持しましょう。
　軽度認知障害（MCI）は、認知症の手前の段階です。認知症を発症する前に気づけたとい
うことは、改善の可能性もそれだけ大きいのです。

認知症は早期診断・早期対応が重要です。
「もしかして認知症？」と思う事があれば、
まずはかかりつけ医に相談しましょう。

対人交流によって活発化する「社会的認知」

交流・会話 「社会的認知」を活発化
「社会的認知」とは、

といった認知機能のこと

他者との会話を
維持するポイント

1. 同居人以外とも週1回以上会って話す
2. 電話・メール・ビデオ通話も効果的
3. 「聴こえ」の工夫（専門医と補聴器の相談など）

相手の感情や意図をくみとる
状況や文脈を理解する
自分の発言を判断する

認知症に関する医療相談については、下記の認知症疾患医療センターまでご連絡ください。

073-441-0776（直通）/ 受付時間9：00～17：00（土日祝・年末年始を除く）


